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Society5.0を実現する「最先端の国際研究拠点」について
【現状認識】
○⼤変⾰の時代において、我が国が将来にわたり競争⼒を維持・強化していくためには、未来の産業創造と社会の変⾰
に先⾒性を持って戦略的に取り組むことが不可⽋

○⼤学及び国⽴研究開発法⼈が⾃ら⼤変⾰を主導し、⾮連続なイノベーションを⽣み出す取り組みを進め、Society5.0
を推進

【コンセプト】
○ Society5.0の実現に向け、今後起こり得る社会構造や産業構造の変⾰（資本集約型→知識集約型）に適切に対応する
ため、⼤学及び国⽴研究開発法⼈が中核となって、産業界や他機関との組織の壁を越えた知識の集約を図る最先端の
国際研究拠点の形成が必要。

○「AI/IoT/ビッグデータ」と「我が国が強い国際競争⼒を有する分野や喫緊に解決すべき⼤きな社会的課題を有する
分野」の基礎研究とを融合させたSociety5.0を⽀える世界トップレベルの研究開発を推進。

○明確な研究開発ターゲットの設定および強⼒なトップマネジメントにより、産業界からの投資を喚起。

○世界トップレベルの基礎研究の集積
○国際的に優れた研究者の集積

○拠点形成を推進するための情報イ
ンフラの強化等の環境整備

○学⻑・理事⻑のリーダーシップの下、
国際戦略拠点の⽬標達成を可能にする
マネジメント体制
→機関全体としての拠点をデザイン

○機動⼒とスピード感を持った、産業界
との本格的な⼤型共同研究の推進体制
を構築

○産業界のコミットメント
○⼤学の産学連携の取組を⽐較評
価できるデータを整備

基礎研究の核の形成
産業構造改革に対応する大学・

国立研究開発法人のマネジメントの強化
産業界との本格的な連携の促進

【鍵となる取組】
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神戸

京大

東北

北大
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九大

広島 岡山

山形
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千葉

川崎市産業
振興財団

山梨

豊橋技科
熊本

長崎

兵庫県立

立命

凡例： ・・・10億円
・・・5億円
・・・1億円

物材名大

札医・北大・旭医

産総研

防災科研

弘前

秋田

筑波

藝大

理研

JAXA

滋賀医

金沢

金沢工
同志社

府大
高知県立

東大

お茶大早大

GRIPS

東工 慶應

農工

横市

医歯大

：WPI/WPIフォーカス（9拠点）
：COI（18拠点）
：先端融合（8拠点）
：再生医療拠点（1拠点）
：福島再生エネ（1拠点）

：元素戦略（4拠点）
：イノベハブ（4拠点）
：光・量子拠点（2拠点）
：橋渡しNW（9拠点）
：リーディング（62拠点）
：再生医療拠点[拠点A/B]（9拠点）
：革新エネ（1拠点）

：オープンイノベーション
ラボラトリ（7拠点）

小規模資金中規模資金大規模資金

これまでに形成された拠点の例（H28年度時点）
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